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1. 施策を行った背景や課題

2. 解決方法（SOLUTION）

3. 結果

4. 企画のポイント

1985年の発売から長く愛され続けてきた米焼酎「白岳しろ」。
多くの飲食店で取り扱われ、全国のスーパー、コンビニ、
どこでも買い求めやすくなったが、ここ数年は、新型コロナ
ウイルスの影響などで、焼酎業界全体が元気を無くしている。
新しい世代に「白岳しろ」の魅力、焼酎文化の魅力を伝える
場が減ってしまったという背景の中、新しい接点の作り方を
模索し、企画に至った。

「酔彩画展」「酔彩画ワークショップ＆トークショー」の開催
「酔彩画」：熊本出身の放送作家・小山薫堂氏が発案した
コンセプトで、「白岳しろ」を飲みながら、その楽しさと
酔いに身をまかせて描かれた絵画を表す。

「東京イラストレーターズ・ソサエティ」に所属するプロのイ
ラストレーターに「白岳しろ」を飲みながら「（白岳しろの）ボ
トル」に描いていただいた「酔彩画の展示会」を、若者が多く集
まる 福岡県六本松蔦屋書店にて開催。また展示会の開催にあた
り小山薫堂氏、小池アミイゴ氏らをお招きし、一般の方を対象に
した「酔彩画ワークショップ＆トークショー」も開催。

■若い年代はもちろん、幅広い年代から注目を集め、「白岳しろ」
の新たな魅力のPRを成功させた（ワークショップ定員30名のところ
100名の応募があり注目も高かった）

■地元TVメディア「RKB毎日放送」「福岡放送」「テレビ西日
本」での取材取り上げもあり、より多くの方に「白岳しろ」の新し
い楽しみ方をPRすることができた。

■お酒ブランドのマーケティングは“タレント起用によるイメージ戦
略”、“若年層向けSNS施策”が多い印象だが、『酔彩画』は「お酒×
アート」という異なるジャンルの組み合わせで、ブランドの価値向
上にも寄与し、これまで焼酎を飲むきっかけを創りづらかった若年
層へのアプローチにつながっている。

■福岡出身のイラストレーターの方々を宣伝部員として起用し、ご
自身が描いた酔彩画とともにSNSで宣伝活動を行っていただくこと
で地元イラストレーターと生活者の接点も創出。福岡会場では「障
害者アーティスト」も参加。お酒とアートの融合にとどまらず、ダ
イバーシティの可能性にもチャレンジした。
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